
 
 

 
 
  

今年度もコロナに始まり、コロナに終わった１年でした。この間、地

域・保護者の皆様には、多くのご理解とご協力を頂きましたことに心か

ら感謝申し上げます。 
 先日、第 70 回卒業証書授与式を挙行しました。感染対策として卒業

生とその保護者のみ、そして時間を短縮しての実施ではありましたが、

笑顔で巣立っていく姿をみることができました。校長式辞の中では、人

の価値とは何か、ということについて話をさせて頂きました。 
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人の価値とは何かと聞かれたら、皆さんはなんと答えるでしょう

か。ある人は、人の体を構成している物質の価格に置き換えるといく

らになるか、というのを調べました。人間の体は酸素や水素、炭素、

カルシウムなどで構成されており、人体の構成物質を価格にすると数

千円だと試算しています。それでは人の価値は数千円なのでしょう

か。もちろん人の価値はお金に換えることはできません。 
 
私は人の価値について考えるとき、アンデルセンの童話「アヒルの

子」の話を思い出します。多くの人に愛されている童話です。 
 
アヒルのお母さんは、生まれたばかりの雛の中に、体が大きく、毛

の色も他の雛とはあきらかに異なる雛がいるのに気付きます。はじめ

は体の大きな七面鳥の卵がまじっていたのではないかと疑いますが、

ほかの雛と同じように上手に泳げるので、姿形が異なっているだけだ

と考えました。ところが他のひなたちは、姿形が異なっていることか

ら、くちばしでつついたり、からかったりしていじめます。悲しくな

ったアヒルの子は、むれからはなれ、ひとりぼっちで、寒さにこごえ

ながら初めての冬を過ごしました。 
 
ある日、アヒルの子は、真っ白な羽をもつ美しいとりの群れが頭上

を優雅にとんでいくのをみます。アヒルの子は、そのあとをついてい

きます。その鳥たちと美しい湖におりたち、水面に写る自分の姿をみ

て、アヒルの子はとてもおどろきました。自分が真っ白な羽をもつ美

しいとりと同じ姿をしていたからです。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
今年も残念ながら在校生は出席できませんでしたが、これは卒業

生だけでなく在校生にも向けた言葉です。すべての人が大きな可能

性をもっています。その可能性という大きな実を育てるのは、その

人自身です。自分の可能性を信じ、「がんばる ねばる」の校訓の下、

さまざまなことに挑戦し、自らの未来を切り開いていってほしいと

願っています。 
 
明日から春休みです。生徒一人ひとりが進学や進級に向けて新た

な希望や意欲をもち、４月からの新しい生活に向けての準備ができ

るような春休みになるよう、ご家庭でのご支援をよろしくお願いい

たします。 
 
この１年間の地域・保護者の皆様の学校に対するご支援ご協力に、

改めて心より感謝するとともに、次年度も変わらぬご支援ご協力を

お願いいたします。１年間ありがとうございました。 

さらに驚いたことには、周りにいた白鳥が、アヒルの子をみて、

こんなにうつくしい姿形の白鳥はみたことがない、と口をそろえ

ていいます。こうして、アヒルの子は、自分が本当は白鳥であるこ

とを知ります。 
 
この話は、みにくいアヒルの子としてしられています。しかし、

白鳥の子は決してみにくいわけではありませんでした。周りのア

ヒルの子とは色形が多少異なっていただけでした。皆さんも、姿

形や能力を他人と比較して、このアヒルの子のように一時的に悲

しい気持ちになってしまうことがあるかもしれません。 
 
しかし、皆さんは、皆さんが想像している以上にすばらしい可

能性をもっています。皆さんは美しく価値があり、多くの可能性

をひめた存在です。今はどのような可能性をもっているかわから

なくても、皆さんは多くの可能性をもっています。私は、人の価値

は可能性であると信じています。 

【ＰＴＡ総会・第１回参観日】 
４月１６日（土）に実施予定です。多くの皆様のご参加を

お願いいたします。４月に詳細をご案内いたします。 
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3/11 部活動特別委員会表彰 

 ７６名の卒業生が全員参加し、卒業証書授与式が挙行されまし

た。コロナ禍のため、日程を短縮し、卒業生と保護者及び生徒会

と教職員のみの参加で実施しました。 
 証書を受け取る卒業生の立派な態度に、３年間の成長を感じま

した。それぞれの道に進みますが、「がんばる ねばる」の校訓

を胸に、頑張ってほしいです。 

 部活動特別委員会では、３年間部活動に一生懸命に取り組んだ努力をたたえ、盾を贈呈

しています。時には自信をなくすことや落ち込むこともあったと思いますが、仲間と励ま

し合い努力を続けたことはたいへん立派です。こうした先輩の姿を見て後輩は育ちます。

後輩たちは先輩を超え、新たな伝統を築く 


